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1. はじめに 
近年，ネットワーク技術の発達に伴い，ネッ

トワークを介して様々なデータがやり取りされ

るようになった．物理学実験に対するデータ収

集（DAQ）システムにおいても，これらのネット

ワーク技術を利用することで，大容量の測定デ

ータを高速に収集し，保存することが可能とな

ってきた．しかし，同規模の実験であっても，

それぞれの実験用にデータ収集システムを開発

することが多く，開発者の負担も大きくなって

きている． 

本研究室では，これらの負担を軽減する目的

で，データ収集システムの汎用フレームワーク

として，オブジェクトベースの DAQ-Middleware

を他研究機関と共同で開発している．このフレ

ームワークは，システムを制御する Operator 側

とデータ処理を行う Component 側に分かれてお

り，設定ファイルを用いることで各 Component

に測定装置の初期値などを設定できる．しかし，

現在の DAQ-Middleware では，データ収集実行時

に Component へパラメータを送信する機構が備

わっていない． 

そこで本研究では，Component のパラメータを

動的に変更する機構の開発を目的とする． 

 

2. DAQ-Middleware 
DAQ-Middleware とは，ネットワーク分散環境

でデータ収集ソフトウェアを容易に構築するた

めのソフトウェア・フレームワークである[1]-[3]． 

この DAQ-Middlewareは，Robot-Technologyミ

ドルウェアをベースにしており，データ通信を

行うそれぞれの Component 間では，オブジェク

ト通信を行っている．また，このフレームワー

クでは様々な Component を組み合わせることが

でき，ネットワーク分散 Component 技術により

ユーザが求めるデータ収集システムを容易に開 

 

 

 

発することが可能となる． 

図１に DAQ-Middleware の基本構成を示す．図

１の PC はそれぞれ，ユーザインターフェイス用

計算機（UI）と DAQ 用計算機（DAQ#1）を示して

いる．ユーザは DAQ-Operator を用いて，システ

ムの制御を行う．その際に XML で記述されたフ

ァイルを読み込み，パラメータや Component な

どの情報を設定する．そして，各 DAQ-Component

に制御コマンドを送信することで全体のシステ

ムを動作させることが可能となる．図１の PC

（ DAQ#1）では，基本 DAQ-Component である

Gatherer ， Dispatcher ， Logger ， そ し て ，

Monitor が DAQ-Operator からのコマンドにより

動作する．例えば，Loggerは Dispatcherから送

信された情報をデータベースに格納する役割を

担っている．これら DAQ-Component 間の通信は

ネットワーク透過であるため，一つひとつの

Component を別々の計算機上で動作させることも

可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ DAQ-Middlewareの基本構成 

 

3. 提案方式 
3.1 概要 

DAQ-Middleware は，状態遷移によってシステ

ムを制御するフレームワークである．図２に実

線で従来の DAQ-Middleware が持つ４つのステー
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トと点線で新たに追加したステートを示す．各

Component は，Operator からの制御コマンドを

受信することで状態遷移を行う．例えば，シス

テムが Running 状態の場合，Operator 側から

Pauseコマンドを各 Componentに送信するとシス

テムは Paused状態に移行する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ DAQ-Middlewareの状態遷移図 

 

3.2 実装 

 本研究では，パラメータを動的に変更するた

めに新たに Set ステートを追加した．パラメー

タの動的変更には，複数の XML ファイルを使用

する．これらのファイルには異なるパラメータ

が設定されており，ユーザは Paused 状態から追

加ステートに遷移する際に任意のパラメータを

動的に選択することが可能となっている．パラ

メータは名前と値という組のリストにして各

Componentへ送信する．各 Componentでは送信さ

れたリストから名前をキーにして値を取得する

ため，パラメータの名前は XML ファイル内でユ

ニークにする必要がある． 

 

4. 性能評価 
4.1 セットアップ 

提案システムの性能を評価するため，設定フ

ァイルを選択してから，Component にパラメータ

が反映されるまでの実行時間を測定した．測定

には，２台の同型 PCを使用した．表１にその PC

のスペックを示す．測定の際に使用したパラメ

ータのデータサイズは，2 bytes～1024 bytes の

バイナリファイルである．各データサイズの実

行時間は，50 回の測定結果を平均したものであ

る． 

表１ PCスペック 
OS Scientific Linux 6.2 

CPU Intel(R) Xeon(R) CPU E5606 2.13 GHz  

Memory 2048 MBytes 

NIC Intel Corporation 82598EB  

10-Gigabit AT2 Server Adapter 

4.2 結果と考察 

 測定結果を図３に示す．この図は，データサ

イズにおける実行時間の変化を表している．例

えば，データサイズが 1024 bytes の場合，実行

時間は約 6 msとなった．従来の DAQ-Middleware

では，パラメータを変更するためにシステムを

停止させ，再起動する必要があった．例えば図

１のような基本的なシステム構成の場合，再起

動には約 5 sec 必要となる．よって，本システ

ムはパラメータ変更に必要となる時間を大幅に

削減できたと考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ データサイズにおける実行時間の変化 

 

5. おわりに 
本研究では，パラメータを動的に変更する機

構を付加ことでより効率の良いシステムにする

ことを目的とした．そこで，新たに追加したス

テート上で設定ファイルを選択し，再度読み込

むことでシステムを停止させずにパラメータを

動的に変更することができる機構を開発した．

また，設定ファイルを選択してから，Component

にパラメータが反映されるまでの実行時間を測

定した．データサイズが 1024 bytes の時，実行

時間が約 6 ms となった．これらの結果から，本

システムはパラメータ変更に必要となる時間を

大幅に削減できたと考える． 

今後，コマンドラインからの入力など様々な

ニーズに合うパラメータ動的制御機構を実装す

ることで、DAQ-Middleware を柔軟なフレームワ

ークにしていく． 
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